
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
七
十
回
）

「
秋
の
野
の
花
を
詠
む
」

次
の
二
首
は
山
上
憶
良
の
い
わ
ゆ
る
秋
の
七
種
の
花
の
歌
で
あ
る

が
、
こ
の
歌
は
憶
良
が
子
供
た
ち
に
七
種
の
花
の
名
を
教
え
た
時
の

歌
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。

１
）
秋あ

き

の
野
に

咲さ

き
た
る
花
を

指
お
よ
び

折を

り

か
き
数か

ぞ

ふ
れ
ば

七
種

な
な
く
さ

の
花

 
 

其
の
一

巻
八
―
１
５
３
７

作
者
：
山
上
臣
憶
良

（
解
説
）
秋
の
野
に
咲
い
て
い
る
花
、
そ
の
花
を
指
を
折
っ
て
数
え

て
み
る
と
、
七
種
の
花
が
あ
る
よ
。

２
）
萩は

ぎ

の
花

尾
花

を

ば
な

葛く
ず

花ば
な

瞿な
で



麦し
こ

の
花

女
郎
花

お
み
な
え
し

ま
た
藤ふ

じ

袴
ば
か
ま

朝
顔

あ
さ
が
ほ

の
花

 
 
 
 
 
 
 
 

其
の
二

巻
八
―
１
５
３
８

作
者
：
山
上
憶
良

（
解
説
）
一
つ
「
萩
の
花
」
二
つ
「
尾
花
」
三
つ
に
「
葛
の
花
」

 
 
 
 
 

四
つ
に
「
な
で
し
こ
の
花
」
五
つ
に
「
お
み
な
え
し
」

六
つ
「
藤
袴
」
七
つ
「
朝
顔
の
花
」。
こ
れ
が
秋
の
七
種
の

花
だ
よ
。

◇
「
萩
の
花
」
山
野
に
ひ
ろ
く
は
え
る
落
葉
木
、
ま
め
科
、
秋

に
は
多
数
の
紅
紫
色
で
蝶
形
の
花
を
つ
け
る
。

◇
「
尾
花
」
現
代
名
は
「
す
す
き
」
別
名
を
「
か
や
」
と
も
い

う
。
秋
に
は
茎
の
頂
き
に
黄
褐
色
ま
た
は
紫
褐
色

の
花
序
を
つ
け
る
。
い
ね
科

◇
「
葛
花
」
ま
め
科
の
つ
る
性
植
物
。
原
野
や
山
地
に
生
え
七

～
九
月
に
か
け
て
赤
紫
色
で
蝶
形
の
花
を
つ
け

る
。



◇
「
な
で
し
こ
の
花
」
山
野
に
は
え
る
多
年
草
。
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
分
枝
し
、
そ
の
先
端
に
淡
紅
色
の
花
を
開

く
。

◇
「
お
み
な
え
し
」
日
当
た
り
の
良
い
山
地
や
草
原
に
生
え
晩

夏
か
ら
初
秋
に
茎
の
先
に
多
数
の
黄
色
い
小
さ

な
花
を
集
ま
っ
て
咲
か
す
。

◇
「
藤
袴
」
川
べ
り
の
土
手
な
ど
に
は
え
る
多
年
草
。
八
月
～

九
月
頃
に
淡
い
紫
色
の
多
数
の
頭
状
花
が
つ
く
。

別
名
「
く
る
ま
ば
ひ
よ
ど
り
」
と
も
い
う
。

◇
「
朝
顔
の
花
」
あ
さ
が
ほ
は
、
従
来
、
ム
ク
ゲ
、
ア
サ
ガ
オ
、

キ
キ
ョ
ウ
、
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
と
す
る
説
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
キ
キ
ョ
ウ
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

キ
キ
ョ
ウ
は
山
地
、
原
野
の
乾
地
に
は
え
る
多
年

草
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
茎
の
上
部
で
分
枝
し
、

青
紫
色
の
鏡
形
の
花
を
開
く
。

・
右
の
二
首
は
万
葉
人
が
特
に
好
ん
だ
と
思
わ
れ
る
花
を
山
上
憶
良

が
詠
ん
だ
秋
の
七
種
の
花
の
歌
で
あ
る
。
二
首
の
最
後
に
「
其
の
一

（
一
五
三
七
）
」
「
其
の
二
（
一
五
三
八
）
」
と
記
し
て
あ
る
と
お
り



二
首
は
連
作
で
密
接
な
関
係
が
あ
り
殆
ん
ど
二
つ
で
一
つ
の
作
の

よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

・
伊
藤
博
氏
は
「
萬
葉
集
釈
注
」
の
中
で
こ
の
歌
は
第
一
首
に
詠
わ
れ

て
い
る
「
指
折
り
か
き
数
ふ
れ
ば
」
の
指
折
り
は
「
両
手
を
掲
げ
て

十
本
の
指
を
順
次
折
っ
て
行
く
さ
ま
を
い
う
」
と
あ
り
、
こ
の
指
を

折
っ
て
見
せ
て
「
七
種
の
花
」
の
名
を
提
示
す
る
よ
う
な
相
手
は
子

供
た
ち
に
対
す
る
動
作
で
あ
り
、
ま
た
、
「
指
」
を
オ
ヨ
ビ
と
呼
ぶ

の
は
古
書
等
か
ら
古
く
は
子
供
向
け
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
と
記
す
。

・
こ
の
山
上
憶
良
の
秋
の
野
の
歌
二
首
は
前
後
の
歌
か
ら
判
断
す
る
と

憶
良
が
筑
前
（
現
・
福
岡
県
北
西
部
）
の
国
守
（
地
方
長
官
）
で
あ

っ
た
真
最
中
の
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
秋
に
任
地
を
巡
察
中
、
野
に

咲
く
花
を
ち
ぎ
っ
て
遊
ぶ
子
供
た
ち
を
目
に
し
て
、
大
勢
の
子
供
た

ち
を
呼
び
寄
せ
、
世
に
い
う
秋
の
七
種
の
花
の
名
を
指
を
お
っ
て
教

え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
を
す
る
と
あ
る
。

（
参
考
文
献
）
伊
藤
博
著
「
萬
葉
集
釈
注
」
、「
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
」、
大
貫
茂
著
「
万
葉
花
の
名
歌
」
他



（
写
生
地
）

山
上
憶
良
が
筑
前
の
国こ

く

守し
ゅ

と
し
て
神
亀

じ

ん

き

五
（
７
２
８
）

年
任
地
を
巡
察
し
た
折
に
訪
れ
、
「
嘉
摩

か

ま

三
部
作
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
３

７
回
）」
を
撰
定
し
た
と
さ
れ
る
嘉
摩

か

ま

の

郡
こ
お
り

の
郡
家
（
地
方
役
所
）
は
現

在
の
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
筑
豊
地
方
（
遠
賀
川
流
域
を
指

す
地
域
名
）
の
南
部
に
位
置
す
る
嘉
摩
市
辺
り
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

こ
の
歌
が
詠
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
天
平
二
年
の
任
地
を
巡
察
し
た
際

も
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
い
つ
も
元
気
な
子
供
た
ち
の
声

が
聞
こ
え
る
、
古
代
、
嘉
摩
郡
家
と
呼
ば
れ
た
役
所
址
（
嘉
麻
市
稲
築

町
鴨
生
）
の
推
定
地
近
く
に
あ
る
鴨
生
公
園
一
帯
風
景
を
描
く
。
（
杏

花
）




